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平成30年度
通 常 総 会

静　　　　　岡　　　　　市　　　　　環　　　　　境　　　　　保　　　　　全　　　　　推　　　　　進　　　　　協　　　　　力　　　　　会

平成30年度  通 常 総 会 開 催
時：5月10日（木）　於：中島屋グランドホテル 3階「オリーブ」

平成30年度通常総会は田中会長の挨拶から始まり、来賓の静岡市議会議長・田形清信氏、静岡市環境局
次長・殿岡智氏からご祝辞を賜り、東海大学名誉教授・岡部史郎氏を紹介いたしました。また、役員改選に
当たる本年度は、会長に鈴与㈱ 常務取締役・柳川明氏が、副会長にはTOMOEGAWA 品質保証統括室長・
加納武司氏が就任されました。
次の5つの提出議案はすべて原案通り承認、可決されました。

　第1号議案　平成29年度事業報告
　第2号議案　平成29年度収入・支出決算
　第3号議案　役員の選任（案）について
　第4号議案　平成30年度事業計画（案）
　第5号議案　平成30年度収入・支出予算（案）

意見交換会は隣の「ジャスミン」で行われ、顔馴染みの参加者
同士は会話に花が咲き、初対面の方同士は名刺交換しながら交
流を図ることができました。

会長就任の挨拶

鈴 与 ㈱
常務取締役

柳川  明

今年5月会長に就任いたしました、鈴与株式会社の柳川でございます。
日本では連日猛暑が続き7月に西日本豪雨で大きな被害が発生しました。

このような現象は日本だけでなく北半球の各地で猛暑や熱波が続き、干ばつ
なども起こり地球温暖化との関連も指摘されています。
多発する異常気象に向けて世界各国では、地球温暖化対策の国際枠組み

「パリ協定」の削減目標への行動が急務となることでしょう。
脱炭素社会の実現へ大きな課題となっているのが持続可能なエネルギー

をどう生み出していくのかが問われています。
持続可能な社会の実現には様々な困難がつきまとうと思いますが、目の前

の問題をひとつひとつ努力して乗り越えながら一個人として、また企業の一員
としてできることに取り組み、更にこの会を通じて産官学が連携を取りながら
活動の幅を拡げ、息の長い活動を継続できるよう微力ながら取り組んでいき
たいと考えておりますので、会員の皆様の更なるご支援を賜りますようお願い
申し上げます。
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講　演　会
［演題］ 静岡型水素タウンの実現に向けて
［講師］ 静岡市 環境局 参与兼環境創造課長　藪崎 徹氏

講師をされた藪崎氏は現在、静岡市環境局環境
創造課に勤務されています。藪崎氏は冒頭で「一般
的に公務員の話はあまりおもしろくないので皆さん
の貴重なお時間を無駄にしないよう頑張ります。」と
会場から笑いを誘い、場の雰囲気を和やかにしたと
ころで講演が始まりました。講演内容は、地球温暖
化の現状を足掛かりに、水素タウンとして静岡市が
目指すまちの姿から具体的な取り組みまでテンポよ
くご説明してくれました。
気候変動に関する政府報告書によると、気候シス

テムの変化は、数十年から数千年にわたり前例のな
いものとなっています。雪氷の量は減少し、海面水
位は上昇しています。人為起源の温室効果ガス排出
が温暖化の原因であった可能性が極めて高いと報告
がされています。では、静岡の気候はどうでしょう。「東
京管区気象台気候変化レポート2015」によると、最
高気温が30℃以上の真夏日は100年あたり12日の
ペースで増加しています。近年、各地で頻発してい
る豪雨（1時間あたりの降水量50㎜以上）も温暖化
に関係があります。このような気候変動に影響を及
ぼす地球温暖化を背景に世界または国内において
温暖化に対する様々な取り組みが行われています。
日本は、石油や天然ガスといった資源に乏しく他

国に依存しています。国は、水素エネ
ルギーに期待をよせエネルギー革新戦
略を打ち出しました。水素エネルギー
は燃料電池としての活用により高いエ
ネルギー効率を実現でき、水素の利用
段階ではCO2が出ないため、地球温暖
化対策の切り札として期待が持たれて
います。静岡市が水素エネルギーに取
り組む理由は、日本のほぼ中心に位置
し国際拠点港湾である清水港を有して
いるため水素供給拠点として地理的な
優位性があります。地域経済の活性化
を目的としたエネルギー源の多様化で

安心・安全なまちづくり、そして、水素エネルギー
に早期に取り組むことで新たな産業や雇用を生み出
すということです。水素エネルギーを利活用した「静
岡型水素タウン」を実現するため共通・都市部・港
湾部・山間部の4つのプロジェクトにより目標達成に
向けて動いていきます。静岡市では水素エネルギー
の活用をはじめ環境負荷の少ない様々な施策に取り
組んでいます。エネルギーは使う時代から「みんな
で作っていく」時代に変わってきていることを考える
時間となりました。

日本軽金属㈱ 清水工場　佐藤信宏
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環境の日

三保真崎海岸で
清掃活動
静岡鉄道㈱
長島晃久

環境について考える機会に
6月2日（土）に三保真崎海岸の清掃活動を実施いたしました。当日は暑い中44社、668名と多くの方々に
参加いただき、約330kgのごみを回収することが出来ました。
今回初めて三保真崎海岸の清掃活動に参加しましたが、一般的な「ごみ」というイメージとは違う、粗大ご
みや産業廃棄物のようなものが多く回収されたのには驚きました。回収したごみは、真崎海岸で捨てられた
ものもあれば漂着したものもあるようです。漂着せずに海底に溜ったり海中を漂っているごみが多くあること
や、何でこのゴミが海岸にあるのか？　と感じた光景が海中でもっと大きなスケールで広がっていると思うと、
ぞっとしました。清掃活動後に、劣化して細かくなったプラスチックの断片が海中に漂い生態系に影響を与
えていることを知ったのですが、真剣に対策を考えなくてはならないと思いました。
プラスチックのストローの問題が大きく報道され、世界でも使用中止等の動きがあるようですが、清掃活
動で様々な種類のゴミが回収されるのを見ると、プラスチックのストローだけの対策でよいのだろうかと思わ
ざるを得ませんでした。
今回約330kgのごみを回収出来たことはよかったのですが、ごみが海岸に落ちていないことが最も大事だ

ということを実感しました。一市民としてゴミを捨てないことは当然ですが、捨てたゴミは海にたどり着くこと
を自分の子供にしっかりと伝えたいと思いました。次回の清掃活動は子供と参加し、環境について考える機
会にしようと誓った初夏の真崎海岸でした。
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昨年度までは「環境法令レベルアップ講座」として、静岡県環境保全協会と共催で
行っていた事業を、今年度からは、静岡県資源環境技術研究会、静岡県環境保全
協会と3団体主催、静岡県工業技術研究所共催で「第7回 排水処理技術セミナー」
を開催させて頂きました。参加者は60名（内協力会15名、事務局含む）。

余剰汚泥の減容化は廃棄物削減が求められる今
日において重要な技術です。
排水処理施設から排出される余剰汚泥の削減に
向け、高圧条件下で余剰汚泥をジェット流で供給し、
摩擦・圧壊・衝突といった複合的作用で汚泥中の
微生物を高効率に破砕する高圧ジェット装置を開
発しました。本講演では、この装置の作用機構と
活性汚泥システムに適用した際の余剰汚泥処理性
能、処理水質への影響、コスト削減効果等につい
て紹介しています。

本日の発表内容
■略歴・研究内容の紹介
■研究背景
汚泥減容化の重要性
高圧ジェット装置
　　・高圧ジェット装置を用いた汚泥減容化
基礎試験
　　・装置の最適化
　　・細菌細胞損傷の原理
パイロットスケールによる実証試験
　　・標準活性汚泥法への適用
　　・高度処理（循環式硝化脱窒法）への適用
高度処理に適用した際のコスト・エネルギー試算
■まとめと今後の課題

成果のまとめ
■循環型硝化・脱窒に高圧ジェット装置を組み込
んだ実験系において、対照系と比較して有機物・
窒素の除去効率に有意な差はない。
■高圧ジェット装置により形成される微細気泡によ
り、曝気の補助効果があることを確認。
■余剰汚泥の脱水性は、高圧ジェット装置を組み
込んだ循環式硝化・脱窒法でも悪化しない。

■高圧ジェットの導入により、曝気槽と汚泥処理工
程において23%のコスト削減。
■高圧ジェットの導入により、23%のGHG放出削減。
■高圧ジェットの導入により、26%の省エネ効果。

【まとめ】
■高圧ジェット装置は他の汚泥減容化装置と比較
して低コスト・高効率で汚泥減容化を達成。

■1細菌細胞レベルの評価により、圧壊が細胞を
破砕する主要な因子であることを解明。
■高圧ジェット装置を組み込んだ標準活性汚泥
法・循環型硝化脱窒法において、汚泥減容化及
び曝気補助効果を実証。
■コスト・エネルギー試算により、高圧ジェット装
置を組み込んだ循環型硝化脱窒法において、コ
スト・エネルギー削減に貢献できることを示唆。
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微生物は特定の条件下で自己造粒し「グラニュー
ル」と呼ばれる優れた沈降性を有した粒状の塊を
形成することが知られています。このグラニュール
を適切に利用することで、従来の生物処理と比較
して反応槽内の微生物濃度を高く保つことが可能と
なり、BODや窒素などの高速処理が達成できます。
当日の講演では、グラニュールを利用した窒素含
有排水の高速処理技術について従来技術も交えて
紹介しました。

グラニュール…微粒、細粒、小粒などの意味を持つ言葉。
排水処理の分野では、嫌気性微生物（メタル菌）が直径
1～2.5㎜の球状に自己造粒したもの。顆粒状のメタル
菌ということ。このメタル菌は水中の有機物をバイオガ
スに分解してくれる菌です。

【まとめ】〈グラニュール法のメリット〉
■汚泥の高濃度化による高速処理が可能
■固液分離が可能
■イニシャルコストの低減
●硝化グラニュールの形成、スケールアップに成功。
●新しい脱窒グラニュール法として水素供与体の
間欠添加法による連続通水、完全混合条件下で
のシステムを確立。
●脱窒グラニュール法を利用した硝化脱窒グラ
ニュール法を開発し、実機化に成功。
硝化脱窒法は既存設備の改造にも対応可能。
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下草刈りの実施
清水区三保クロマツ植樹地

【第1回】
 6月23日（土）
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